
（様式１）

R３特色ある服務倫理委員会の取組状況

相馬市立向陽中学校

本校では、すべての教職員が当事者意識・危機意識をもち、職場全体で不祥事を起

こさない『職場の力』を高めることができるようにいくつかの取組を行っている。

□１ ボトムアップ型による服務倫理委員会全体会

服務倫理委員が１つのテーマを決め、具体

的な事例や資料を基に全体会を運営している。

委員自身の目線で、本校で起こりうる事例を

取りあげ、各自が「自分事」として捉えるこ

とができる場を設定している。

□２ 適正な公金処理についての研修

日常的に公金の処理を行う事務職員を講

師として研修を行い、専門的な立場から必

要な手続きや不適正となる処理等について

他の教職員に教示する機会を設けた。また、

現金保管や支払業務等に関するルールの見

直しを図った。

□３ 日常的な服務倫理意識の向上

・新聞記事を利用し、日常的にコンプライ

アンス意識を高めることができるよう「服

務倫理だより」を配付及び掲示している。

・本校独自の「教職員不祥事根絶へ向けた私

たちの決意」をカード化し、携帯したり、

自分の机の見えるところにおいていたりしている。

・県教委の「不祥事防止のためのチェックシート」を自校化し、定期的かつ簡単に

取り組めるようにしている。

□３のような日常的な取組により、それぞれが「自分事」としてとらえ、常に当事

者意識・危機意識をもつことができた。

また、「チーム」としていかに『職場の力』を高めることができるかが本校の課

題であったが、□１ の取組により、管理職ではなく委員自らが本校で起こりうる身

近な事例を取りあげ、「組織」としてどのようにしていくべきかを考えることがで

きた。さらに、□２の取組では事務職員を中心とした話合いを行うことで、全教職員

一丸となって不祥事防止に努めようとする意識がより高まった。しかし、公金処理

への認識の甘さが浮き彫りになるなど、規程をより明確にする必要性も出てきた。

教職員が相互に関心をもち、互いに不祥事を防止できる、発生の兆しを周囲が把

握できるような『職場の力』を高めることができるよう努めていきたい。


